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（中小企業組合等活路開拓事業）
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――【ワーキング委員会D_会議資料】



テーマ 『次世代自動車に対応した整備体制の構築』

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について

②アンケート結果の報告

③専門家委員からのヒアリング
（アンケート結果の感想、現状認識、テーマ実現に向けた提言など）

④テーマ実現に向けたアクションプランの検討

⑤第２回ワーキング委員会Ｄの開催について

ワーキング委員会Ｄ 議題



事業テーマ

「日車協連SDGs宣言」を通じ、持続可能な車社会を支える業
界団体を目指す

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について



事業目的および概要

自動車車体整備を通じて社会的要請に応え、持続可能な車社
会の実現に寄与することを目的に、次の4つのミッションを掲
げて取り組む。
1.交換から修理の推進による廃棄量の低減
2.廃棄物のリサイクルを推進
3.各種法令を遵守した地球環境・労働者に優しい事業
4.次世代自動車に対応した整備体制の構築

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について



目指すべき姿

私たちは、現代社会において地域の足、生活の足として不可
欠な自動車を長く、安全・安心に整備するという社会的役割を
担っている。
本連合会がSDGs宣言することで車体整備業界の社会的地
位向上を推進するとともに、関係各所と良好なパートナーシッ
プを築き、料金問題や人材不足など課題解決を図る。

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について



目指すべき姿

私たちは、現代社会において地域の足、生活の足として不可
欠な自動車を長く、安全・安心に整備するという社会的役割を
担っている。
本連合会がSDGs宣言することで車体整備業界の社会的地
位向上を推進するとともに、関係各所と良好なパートナーシッ
プを築き、料金問題や人材不足など課題解決を図る。

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について



ワーキング委員会A
テーマ ： 「交換から修理の推進による廃棄量の低減」
内容 ： テーマに基づき、廃棄量の低減につながる有効な修理技法を有識者ととも
に検討し、推進案を作成する
参加委員 ：日本技能研修機構、日本自動車車体補修協会

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について

ワーキング委員会B
テーマ ： 「廃棄物のリサイクルの推進」
内容 ： テーマに基づき、自動車リサイクル法の適正運用とリサイクルパーツの利用
促進につながる有効な手段を有識者とともに検討し、推進案を作成する
参加委員 ：日本自動車リサイクル部品協議会加盟3グループ



ワーキング委員会C
テーマ ： 「各種法令を遵守した地球環境・労働者に優しい事業」
内容 ： テーマに基づき、水性塗料ならびに特化則非該当製品の普及促進につなが
る有効な手段を有識者とともに検討し、推進案を作成する
参加委員 ：日車協連賛助会員である自動車補修塗料メーカー6社

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について

ワーキング委員会D
テーマ ： 「次世代自動車に対応した整備体制の構築」
内容 ： テーマに基づき、ASVの整備情報ならびにEV等の整備体制の構築など次
世代自動車の整備体制を有識者とともに検討し、推進案を作成する
参加委員 ：鈑金塗装作業を内製するメーカー系ディーラーおよび関連会社3社



②アンケート結果の報告
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地域別回答数の内訳

調査期間 ： 令和5年10月2日～10月16日
対象 ： 日車協連組合員
有効回答数 ： 520件



②アンケート結果の報告

入庫台数に占めるエイミング作業が必要な車両の割合では、1～19％がもっとも回答数を集め、およそ10台に1台の割合で
入庫していることが分かった。
入庫台数に占めるEV・PHEVの割合も、1～19％がもっとも回答数を集めた。ただし、エイミング作業と違う点は、0％と回

答した割合が高く、やはり市場に流通する数が少ないことがこの結果からも読み取れる。
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②アンケート結果の報告

すべて外注がもっとも多く56.4％で、半数以上が外注で
対応していることが分かった。半分以上が内製が15.5％で、
半分以上を外注の14.7％を上回った。また、すべて内製の
割合は5.5％だった。
現状、エイミング作業が10台に1台の割合でしか発生し

ていないが、これが2割、3割と作業台数が増えてきた時の
外注・内製の判断が難しくなると予想される。
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②アンケート結果の報告

ディーラーが78.0％、ガラス施工業者が31.4％で、外注先の
ほとんどがこの2つに絞られ、ケースバイケースで使い分けて
いることが窺えた。
依頼から持ち込み、納車までのリードタイムを尋ねた結果、

平均2.98日だった。しかし、一部回答には1週間以上の回答も
あり、地域性などによって大きく異なるようだ。また今後、
ASVの台数が増えた際、ディーラーの対応いかんによっては、
内製を進める必要が出てくるだろう。
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【複数回答可】

エイミング作業を外注した際の平均的な納期は何日ですか？
（依頼～持込～納車までの期間）

2.98

全国平均

日

外注先がディーラーのみの場合の平均

3.14 日



②アンケート結果の報告

ASVの整備情報の入手先は、FAINESが60.9％、ディー
ラーが57.0％が半数を占め、同業者（鈑金塗装工場）
が21.0％、業界団体（車協など）が14.8％で続いた。
この先、カーメーカーの修理書に示された整備作業、

修理作業が前提となるが、その情報がFAINESとディー
ラーに集約されていく可能性が高い。先を見据えて、
メーカーおよびディーラーと関係性を築いていく必要
性がある。
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• エイミング作業が必要な車両およびEV（PHEV含む）の入庫状況に関するアン
ケート結果について

• 専業者からのエイミング作業の依頼についての現状
• 今後、エイミング作業が必要な車両の普及に伴い、専業者がディーラーに作

業依頼した場合のリードタイムに変化はあるか？
• どのようにカーメーカーからASVの整備情報が発信されているのか？また、

その情報を公開できる範囲はどこまでか？
• 今後の専業者との協業体制について（お話できる範囲で）
• 指数対応単価における情報交換

③専門家委員からのヒアリング

テーマ実現に向けた具体的なアクションプランへの落とし込み


